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要約 
 
社会資本整備は，国民の安全と安心を守るうえで必要不可欠なものであり，近年では自然災害
の激甚化により，社会資本の重要な使命が再認識されているところである．このような社会資本を
新たに整備，更新する場合には，国や地方自治体あるいは電力会社や鉄道会社などの公益企業
により発注され，大規模な土木事業となる場合が多い．特に，トンネルやダム，造成などの比較的
大規模な掘削を伴う土木事業においては，地質性状を的確に評価することは，事業全体のライフ
サイクルにおけるマネジメントを行ううえで重要となる．しかしながら，計画段階における地質調査は，
限られた予算の制約や技術的な限界から，地質情報を事前に明らかにすることは困難であると考
えられる．特に，日本列島を形成する地質は，欧米などの大陸地域と比較して，複雑で多様な地
質が分布していることから，調査段階では不確実な場合が多く，工費の増大や工期の遅延などの
要因となり，事業コスト損失が発生する場合がある． 
また，現在の我が国では，人口減少や少子高齢化による生産年齢人口は年々低下しており，今
後の労働力の不足が懸念されている．建設業界においても，今後 10 年間で高齢化による離職の
ために，技術者不足が指摘されている．また，政府の建設投資については，2010 年にはピーク時
の半分程度にまで減少しており，建設業におけるは生産性の向上が求められている．このような状
況において，近年では土木事業における生産性の改善を目的とした，ICT 技術（Information and 
Communication Technology ）を利用した情報管理により，事業全体の合理化が図られるなど，今
後確実視される技術者不足を踏まえ，施工段階における合理的なマネジメント手法が必要とされ
ている．  
本研究では，施工段階の掘削面において，物理探査技術を活用した施工管理支援ツールにつ
いて検討を行う．対象とする事業は，地質評価が施工時の品質確保に密接に関係する，山岳トン
ネルと大規模土工とする．山岳トンネルにおいては，日常の施工管理を行う土木技術者が運用可
能な弾性波探査システムとして，簡便な計測手法を用いた掘削発破を起振源とする探査法を提案
する．また，同様の計測手法を用いた三成分計測の検証実験を実施し，従来手法と比較した場合
の本手法の計測特性を明らかにする．さらに，本手法により得られる反射波データを用いた，三成
分反射法弾性波探査について，トンネル坑内における効果的な計測ジオメトリと解析フローについ
て検討を行う．一方，大規模土工においては，掘削施工中ののり面安定性の確認を目的とした動
態観測として，電波を利用した計測手法を提案する．これにより，従来の土木工事では困難であっ
た，広範囲の変位をリアルタイムで把握することが可能となり，掘削中の安全管理に活用することが
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可能となる．  
本論で検討する物理探査手法は，これまでは困難であった連続的な切羽前方の地山性状予測
や，地質変化の定量的な評価を可能とし，合理的な施工管理の支援ツールとなるものと考えられる．
また，掘削面において連続的に取得した定量的な地山評価指標は，維持・管理段階に引き継ぐこ
とで，万が一供用中に変状が発生した場合には，地山性状を考慮した対策の検討を行うなど，土
木事業全体のライフサイクルにおいて，合理的な事業遂行に寄与するものと考えられる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
